
                           平成」１７年８月３１日         
                                いわき信用組合 
 

「地域密着型金融推進計画」の取組み方針について 
 

いわき信用組合では、平成１５年から１６年度までの２年間の「リレーションシップバ

ンキングの機能強化計画」取組みの成果等を踏まえ、新たに平成１７年度から１８年度の

２年間に取組むべき「地域密着型金融推進計画」を策定。地域活性化・安定経営・顧客重

視の３つの柱を重点課題として取組みます。 
 
「地域密着型金融推進計画」の概要 
 
一、事業再生・中小企業金融の円滑化 
 
 １）創業新事業支援  （担保・第三者保証に依存しない融資商品等の推進） 
 
 ２）経営改善支援    （業績不振先に対する改善指導の強化） 
 
 ３）経営指導・事業支援  （ビジネスマッチング・コンサルティング機能の発揮等） 

 
二、経営力の強化 
 
１）リスク管理マニュアルの制定  （リスク管理手法の高度化） 
 
２）コンプライアンス態勢の強化  （コンプライアンス委員会の充実等） 
 
三、地域の利用者の利便性向上 
 
  １）渉外力の質的向上  （外担当者の教育重視・必要な情報の提供収集力の向上） 
 
  ２）アイワイ・バンクとの連携 （ATM網の飛躍的拡大） 
 
  ３）利用者アンケートの実施 （要望苦情等の声を経営に反映させる） 


